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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月11日(2014.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インフルエンザウイルスをベースとするワクチンの製造方法であって、該方法は、
　ａ）インフルエンザウイルスを永久ヒト羊膜細胞に感染させる工程、
　ｂ）前記永久ヒト羊膜細胞を培養する工程、
　ｃ）前記インフルエンザウイルスを発現させる工程、及び
　ｄ）前記インフルエンザウイルスを前記培地から単離する工程、
を含み、
　該永久ヒト羊膜細胞が、アデノウイルス遺伝子産物Ｅ１Ａ及びＥ１Ｂを発現する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記永久ヒト羊膜細胞が、前記インフルエンザウイルスに感染する時点で、指数関数的
増殖期及び静止増殖期にあるか、又はそれらの間にある、請求項１に記載のインフルエン
ザウイルスをベースにするワクチンの製造方法。
【請求項３】
　前記工程ｄ）の前記インフルエンザウイルスを前記培地から単離する工程が、密度勾配
－分画遠心分離又はゾーン遠心分離で行われる、請求項１に記載のインフルエンザウイル
スをベースにするワクチンの製造方法。
【請求項４】
　前記アデノウイルス遺伝子産物Ｅ１Ａ及びＥ１Ｂが、前記ヒトアデノウイルス血清型５
のヌクレオチド１～４３４４、５０５～３５２２又はヌクレオチド５０５～４０７９を含
む、請求項３に記載のインフルエンザウイルスをベースにするワクチンの製造方法。
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【請求項５】
　前記永久ヒト羊膜細胞が、前記アデノウイルス遺伝子産物ｐＩＸを発現する、請求項１
～４のいずれか一項に記載のインフルエンザウイルスをベースにするワクチンの製造方法
。
【請求項６】
　インフルエンザウイルスに感染させる前に、完全培地交換又は培地による１：２希釈を
行う、請求項１～５のいずれか一項に記載のインフルエンザウイルスをベースにするワク
チンの製造方法。
【請求項７】
　インフルエンザウイルスに感染させるとき、１×１０-4Ｕ／細胞、１×１０-5Ｕ／細胞
、３×１０-5Ｕ／細胞、５×１０-5Ｕ／細胞又は１×１０-6Ｕ／細胞のトリプシン濃度を
添加する、請求項１～６のいずれか一項に記載のインフルエンザウイルスをベースにする
ワクチンの製造方法。
【請求項８】
　インフルエンザウイルスに感染させるとき、０．００１～０．３の範囲のＭＯＩ値とし
て記載されるウイルス量を使用する、請求項１～７のいずれか一項に記載のインフルエン
ザウイルスをベースにするワクチンの製造方法。
【請求項９】
　前記インフルエンザウイルスが、ヒトインフルエンザウイルス、ウマインフルエンザ又
はブタインフルエンザから選ばれる、請求項１～８のいずれか一項に記載のインフルエン
ザウイルスをベースにするワクチンの製造方法。
【請求項１０】
　前記インフルエンザウイルスが、インフルエンザウイルス株Ａ／ＰＲ／８／３４、Ａ／
Ｕｒｕｇｕａｙ／７１６／２００７、Ａ／Ｂｒｉｓｂａｎｅ／５９／２００７、Ｂ／Ｆｌ
ｏｒｉｄａ／４／２００６、ブタインフルエンザ（Ａ／ブタ（Ｈ１Ｎ２）Ｂａｋｕｍ／１
８３２／００）又はウマインフルエンザ（Ａ／ウマ、Ａ／Ｎｅｗｍａｒｋｅｔ／１／９３
（Ｈ３Ｎ８））から選ばれる、請求項１～９のいずれか一項に記載のインフルエンザウイ
ルスをベースにするワクチンの製造方法。
【請求項１１】
　インフルエンザウイルスをベースにするワクチンを製造するための永久ヒト羊膜細胞の
使用であって、該永久ヒト羊膜細胞が、アデノウイルス遺伝子産物Ｅ１Ａ及びＥ１Ｂを発
現することを特徴とする、使用。
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